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 Taxonomic Notes 

セミエビ科フィロソーマ幼生の同定． 

1. 概論 

 Identification of phyllosoma larvae of the slipper lobster (Family Scyllaridae).  

1. General remark 
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Abstract 

Morphological species identification of the phyllosoma larvae of spiny and slipper lobsters has been 

considerably difficult. Long planktonic period of phyllosoma larvae has made larval rearing extremely 

difficult. Many phyllosoma larvae in plankton samples described previously were not based on correct 

species identity. In this series of taxonomic notes, we introduce the results of species identification of 

scyllarid phyllosoma larvae based on DNA barcoding and molecular phylogenetic analyses. In this general 

remark, morphological characteristics of scyllarid phyllosoma different from palinurid phyllosoma and 

those among scyllarid lobster subfamilies are briefly summarized. 
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はじめに 

イセエビ下目（Achelata）はかつてイセエビ

族（Palinura）と呼ばれセンジュエビ類も含ん

でいたが、Scholtz and Richter（1995）がセン

ジュエビ類をセンジュエビ下目（Polychelida）

として分離した。かつては独立していたヨロ

ン エ ビ 科 （ Synaxidae ） は イ セ エ ビ 科

（Palinuridae）に統合され、現在イセエビ下目

はイセエビ科とセミエビ科（Scyllaridae）で構

成されている。「Achelata」とは「ハサミが無

い」ことを意味するが、性成熟した雌の第 5 胸

脚には卵をクリーニングするための不完全な

ハサミがあり、ごく少数の種（カギテリョウ

マエビ）の雄の第 1 胸脚にも不完全ではある

がハサミがあるといった例外もある。 

イセエビ下目の幼生は透明で背腹方向に薄

い特異な形態をしておりフィロソーマと呼ば

れる。プランクトン標本中では量的に少ない

ものの、フィロソーマはその特異的な形態と

比較的大型になることから海洋生物学者の目

を惹いてきた。水産上重要な種が多いことも

ありフィロソーマの分類に関する研究報告は

非常に多い。後期フィロソーマに限るものの、

属レベルまでの分類キーについても Phillips et 

al.（1981）、Sekiguchi（1986）、Sekiguchi et al.

（1986）が整理している。しかしながら、近縁

種では形態が酷似すること、浮遊幼生期間が

長いため飼育が困難であること、成体の分布

も参考にならない場合が多いこと、成長とと

もに形態が変化してゆくこと等から、分類は

困難を極めてきた。例えば Murano（1971）は

日本周辺で採集されたイセエビ属（Panulirus）
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フィロソーマに 5タイプを認めたものの Form 

A～E と暫定的に記載せざるをえなかった。セ

ミエビ科についてはさらに難解であり、多く

の研究報告で属名の後に A や B、I や II とい

った記号・番号が付けられている（例えば

Gurney 1936; Prasad and Tampi 1957, 1960; 

Johnson 1971a,b; Berry 1974; Phillips et al. 1981; 

McWilliam et al. 1995; Webber and Booth 2001; 

Inoue et al. 2001, 2004）。そのため、フィロソー

マの種同定に DNA 解析を用いるのはごく自

然の流れと言える（例えば Chow et al. 2006a, 

b; Konishi et al. 2006, 2019, 2021; Palero et al. 

2008, 2011, 2014, 2016; Genis-Armero et al. 2017, 

2020; Wakabayashi et al. 2017, 2020; Ueda et al. 

2021）。DNA バーコーディングの一般化、デ

ータベースへの登録配列数の飛躍的増加によ

り、イセエビ下目の幼生においても DNA 分析

によって種を特定することは容易になりつつ

ある。浮遊幼生の分布や輸送を研究するうえ

で正確な種判別は必須であるだけでなく、種

を判別してから形態を再検討することによっ

て、これまで種判別の指標とされていた形質

が実は無効であること、今まで利用されてい

なかった形質が有効であることが確認できた

場合もある（Chow et al. 2006a; Genis-Armero et 

al. 2017; Ueda et al. 2021）。 

我々は、水産庁及び水産研究・教育機構に

よる海洋調査で収集されたプランクトン標本

からフィロソーマを選別し、イセエビ科を中

心に DNA 解析による種判別を行った結果を

報告してきた（Chow et al. 2006a, b, 2011; 

Konishi et al. 2006, 2019, 2021）。それはセミエ

ビ科に較べてイセエビ科には産業上重要な大

型種が多いことが理由のひとつであるが、セ

ミエビ科（特にヒメセミエビ類）は種数が多

くかつフィロソーマの形態が多様で非常に煩

雑な作業になることが予想できたため、着手

を避けてきたことも事実である。 

セミエビ科の構成を Table 1 に示した。本科

はセミエビ亜科（Arctidinae）、ウチワエビ亜科

（Ibacinae）、ウチワエビモドキ亜科（Theninae）、

ヒメセミエビ亜科（Scyllarinae）の 4 亜科で構

成されている。かつてヒメセミエビ亜科は広

義のヒメセミエビ属（Scyllarus s.l.）のみで構

成されていたが、Holthuis（2000）によって 14

属に細分された後、現在では 13 属となってい

る（WoRMS 2021)。現在、セミエビ科は 19 属

88 種が記載されているが（Chan 2019)、ヒメ

セミエビ類のように小型で目につきにくいグ

ループには未知種がまだ多く残されている可

能性が高く、今後も種数はかなり増えるであ

ろう。一方のイセエビ科は 12属 58種であり、

種数はセミエビ科よりかなり少ない。 

最近、Ueda et al.（2021）は、DNA バーコー

ディングを用いて北西太平洋と中部南太平洋

で採集されたヒメセミエビ亜科（Scyllarinae）

幼生の種判別に取り組み、ツメヒメセミエビ

属（Chalarctus）4 種を検出するとともに、こ

れらを識別するための形態的特徴について報

告した。セミエビ科フィロソーマ幼生の DNA

バーコーディングによる種特定と形態解析に

ついてはすでに Palero et al.（2008, 2011, 2014, 

2016）、Genis-Armero et al.（2017, 2020）及び

Wakabayashi et al.（2017, 2020) による報告が

あるが、Ueda et al.（2021）は今まで重要視さ

れてこなかった形態的指標を見出し、これら

ツメヒメセミエビ属 4 種をヒメセミエビ亜科

の他属から識別できることを示した点で斬新

である。この Ueda et al.（2021）による成果が

契機となり、我々はセミエビ科フィロソーマ

の種判別に取り組むことになった。形態の保

存状態が比較的良好なセミエビ科フィロソー

マを調査航海標本中から選別し、DNA バーコ

ーディングと形態観察を行った。本シリーズ

では、これらの標本を分析した結果について

順次紹介してゆく。 

 

フィロソーマの形態 

 他の多くの甲殻類幼生と同様に、フィロソ

ーマも脱皮を繰り返しいくつかのステージ  



 

Aquatic Animals | November 08, 2021 | Chow and Yanagimoto AA2021-10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（期）を経過して変態する。本シリーズでは

沖合で採集される標本を材料にしていること

から中期以降のフィロソーマを対象とする。

初期（early）、中期（mid）、後期（late）という

仕分けには確たる定義はないが、全体が 10-11

期程度であれば、1 期から 3 期を初期、4 期か

ら 7 期を中期、8 期以降を後期（最終期を含

む）、全体が 6 期であれば 1 期から 2 期を初

期、3 期から 4 期を中期、5 期以降を後期と便

宜的に呼ぶものとする。フィロソーマの最終

期だけは胸脚基部に鰓原基が出現するという

共通点があるが、種やグループごとに期の定

義や数も異なり、期についての普遍的な基準

は無い。本シリーズでは、飼育に基づく報告

（Saisho and Nakahara 1960; Saisho1966; 高橋・

税所 1978; Ito and Lucas 1990; Robertson 1968a, 

1969a, 1971, 1979; Kittaka et al. 1997; Higa et al. 

2005; Matsuda and Yamakawa 2000; Kumar et al.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2009; eWakabayashi and Phillips 2016; eWakaba-

yashi et al. 2017）やプランクトン標本中でも一

連の期が記載されている報告（Prasad and 

Tampi 1957, 1960, 1975; Sims 1965; Phillips and 

McWilliam 1968; Robertson 1968b, 1969a, b, 

1971; Tampi and George 1975; Lesser 1978; 

McWilliam and Phillips 1987; Yoneyama and 

Takeda 1998; Webber and Booth 2001; Higa and 

Shokita 2004; Inoue and Sekiguchi 2006; Palero et 

al. 2016）を参考にして、暫定的に各標本の期

を定義した。 

Fig. 1A は典型的なイセエビグループ

（Panulirus japonicus group）のフィロソーマで、

カノコイセエビ（Panulirus longipes）の 9 期フ

ィロソーマとされている（Johnson 1971a)。 

Fig. 1B はウチワエビ亜科のミナミゾウリエビ

（Parribacus antarcticus）の 7 期フィロソーマ

とされている（Johnson 1971a)。分類に使われ
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る形質は、体長（BL）、第 1 触角（antennule）

と第 2 触角（antenna）の形態や長さ、第 3 顎

脚（3rd mxp）の外肢（exopod）の有無、頭部

（cephalic shield）の形態と長さ（CL）及び幅

（CW）、胸部（thorax）の形態と幅（TW）、腹

部（abdomen）、腹肢（pleopod）、尾節（telson）、

尾肢（uropod）の形態と長さ、等である。胸脚

（1st～5th pr）上の棘も分類指標に用いられる

ことはあるが、個体変異が多いため本シリー

ズでは扱わない。 

セミエビ科 4 亜科のフィロソーマの例を

Fig. 2 に示した。イセエビ科とセミエビ科フィ

ロソーマを識別するためのいくつかのチェッ

クポイントを赤丸で示した。 

１）イセエビ科フィロソーマからセミエビ

科フィロソーマを明瞭に区別できる形質は、

第 3 顎脚（3rd mxp）に外肢（exopod）が無

いことであるが、破損している場合には他

の指標に依存することになる。 

２）セミエビ科フィロソーマは一見して頭

部幅が広い。 

３）イセエビ科フィロソーマの第 2 触角

（antenna）は第 1 触角（antennule）より顕

著に長く伸びるが、セミエビ科のフィロソ

ーマではそのようなことはない。これは成

体の形態と符合する。また、セミエビ科のフ

ィロソーマでは第 2 触角が 2 分岐している

ことが多い。 

４）胸部（ thorax）後縁の形状と腹部

（abdomen）の位置を見ると、セミエビ亜科

（Arctidinae）（Fig. 2A）とウチワエビ亜科

（Ibacinae）のゾウリエビ属（Parribacus）

（Fig. 1B）では胸部後縁中央部が前方に大

きくへこんでおり、腹部の付け根は胸部後

端よりかなり前方に位置する。セミエビ亜

科では第 4 胸脚基部が胸部後端にある一方

（Fig. 2A）、ウチワエビ亜科のゾウリエビ属

（Parribacus）では第 5 胸脚基部が胸部後端

にある（Fig. 1B）。東部太平洋と大西洋のセ

ミエビ属種（Scyllarides astori や S. aequi-

noctialis）の幼生（Robertson 1969b; Johnson 

and Knight 1975）はこの特徴に一致しないが、

今後の種特定が必要である。 

５）ヒメセミエビ亜科（Scyllarinae）では胸

部と腹部がテーパー状に繋がっていて、い

わゆる“ずん胴“になっている（Fig. 2C）。

これは本亜科の特徴であり、他亜科の種で

も稀に見られるがイセエビ科フィロソーマ

には見られない。 

６）ウチワエビ亜科のウチワエビ属（Ibacus）

やウチワエビモドキ亜科（Theninae）の頭部

は梨型あるいはハート型で左右前縁が前方

に膨らんでいる（Fig. 2B, D）。 

初期～中期フィロソーマ幼生では以上の指

標が適用できない場合は多い。また、例外も

いくつかある。例えば、南半球に分布するイ

セエビ科ミナミイセエビ属（Jasus）では第 3

顎脚に外肢が無いか痕跡的である（Gurney 

1936; Báez 1973; Lesser, 1978; Miller 1985; 

McWilliam and Phillips 1987）。頭部幅について

は、イセエビ科フィロソーマにも頭部幅が胸

部幅より顕著に広い種は少なくない（例えば

Jasus、Linuparus、Palinurellus、Palinurus、

Palinustus、Puerulus、Sagmariosus）（Gurney 

1936; Prasad and Tampi 1957; Sims 1966; Johnson 

1971a; Báez 1973; Berry 1974; Prasad et al. 1975; 

Lesser 1978; Miller 1985; McWilliam and Phillips 

1987; Kittaka et al. 1997）。また、セミエビ科の

フィロソーマでも頭部幅が胸部幅より顕著に

狭いカザリセミエビ属（Arctides）もある

（Robertson 1969; Johnson 1971b）。このような

例を枚挙すると混乱するように感じるが、中

～最終期幼生であれば、一見だけで逡巡する

ような個体が出てきた場合でも精査すること

によってイセエビ科とセミエビ科フィロソー

マの識別にはさほど難しいところはない。 

 

材料と方法 

我々が扱ったセミエビ科フィロソーマ標本

はほとんど太平洋のものであり、ウチワエビ 



 

Fig. 2. Late stage phyllosoma larvae of subfamilies Arctinae (A), Ibacinae (B), 

Scyllarinae (C), and Theninae (D) illustrated by Johnson (1971a, b). 
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モドキ亜科以外の種が観察された。エタノー

ル固定された標本の全体像、頭部、尾部を撮

影し、水道水で洗浄後、DNA 抽出用に胸脚の

一部を切り取った。DNA の抽出、PCR 増幅、

シークエンス反応、系統解析については Ueda 

et al.（2021）に従った。ただし、Palumbi et al.

（1991）の 16S 用や Folmer et al.（1994）の

COI 用ユニバーサルプライマーを用いた場合、

シークエンスクロマトグラムにダブルピーク

が見られることが頻繁にあった。その原因と

して、標本の固定時にフィロソーマの脚や体

表に付着していた他の動物（刺胞動物等）の

混入、あるいは偽遺伝子の増幅（Chow et al. 

2021）が影響しているものと考えられた。そ

のため、セミエビ科に特異的なプライマーを

新たにデザインした。16S rDNA（16S）の部分

領域を対象としたプライマーは 16SUFm

（GTGCRAAGGTAGCATAATAA）と 16SR4

（ GCCGGTCTGAACTCARATCA ）、 cytoch-

rome oxidase subunit I（COI）の部分領域を対象

と し た プ ラ イ マ ー は DecaCOI-20F

（ ACWAATYATAAAGAYATTGGTAC ） と

DecaCOI-945R（CCGGTKGGAACRGCAATA-

AT）である。決定した塩基配列に最も類似す

る生物の特定には BLAST 検索を用いた。ま

た、セミエビ類の塩基配列情報をデータベー

スより入手し、MEGA 6（Tamura et al. 2013）

を用いて配列間の塩基置換率（Kimura 2 

parameter）の算出と系統樹の作成を行った。

16S 配列の分析を基本とし、補足的に COI 配

列の分析を行った。 

 

結び 

 本シリーズは複雑なセミエビ類フィロソー

マの種判別というブラックボックスの扉を叩

く程度のものであり、野外での調査や標本の

一次ソーティング等に活用されれば幸甚であ

る。分析を進める中で DNA データがまだ登録

されていない種やおそらくは未知種の可能性

が高いフィロソーマも発見された。これらも

含めて次章から具体例を紹介してゆく。 
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